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七
月
十
八
日
、
米
子
市
に
あ
る
鳥
取
県
消
防
学
校
で
、

第
五
十
六
回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
内
の
市
町

村
か
ら
ポ
ン
プ

車
操
法
に
十
二

チ
ー
ム
、
小
型

ポ
ン
プ
車
操
法

に
七
チ
ー
ム
の

出
場
が
あ
り
、

鳥
取
県
西
部
町

村
の
代
表
と
し

て
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
本
町

の
第
一
分
団
と

日
南
町
消
防
団

石
見
分
団
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
は
、
四
年
に
一
度
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

る
年
で
す
。

　
本
町
の
第
一
分
団
は
、
十
二
チ
ー
ム
中
六
番
目
に
出
場
。

　
炎
天
下
の
中
、
本
町
の
出
場
選
手
は
、
春
か
ら
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
総
合
得
点
で
一
八
三
・
五
点
を
獲
得
。

二
位
の
北
栄
町
は
、
一
七
七
・
五
点
と
な
り
六
点
の
差
を

つ
け
て
、
見
事
優
勝
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
本
町
の
第
一
分
団
は
、
十
一
月
十
二
日
愛
知

県
蒲
郡
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
本
町
の
第
一
分
団
は
、
鳥
取
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会

で
の
躍
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

優
勝
し
た

第
一
分
団
の
選
手
名

　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

○
指
揮
者

　
大
岩
　
一
彦（
班
長
）　

○
一
番
員

　
大
岩
　
俊
輔（
団
員
）

○
二
番
員

　
森
田
　
祐
基（
団
員
）　

○
三
番
員

　
北
村
　
勇
介（
団
員
）

○
四
番
員

　
篠
村
　
友
紀（
団
員
）　

○
補
助
員

　
宮
本
　
宏
明（
団
員
）

鳥
取
県
代
表
と
し
て
第
一
分
団
が
全
国
大
会
へ
の
出
場
決
め
る
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町 の 話 題

　
七
月
二
十
二
日
、
日
野
総
合
事
務
所
で
鳥
取
県

日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
鳥
取
県
と
日
野
郡
の
三
町
が

共
同
で
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
経
費
の
節

減
や
効
率
の
向
上
で
、
日
野
郡
三
町
の
地
域
に
お

け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
率
的
な
行
政
運

営
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
地
域
が
抱
え
る
諸
問

題
を
一
つ
の
町
で
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

共
同
で
話
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ

り
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
発
足
式
に
は
、
日
南
町
、
日
野
町
、
江
府
町
の

町
長
及
び
平
井
鳥
取
県
知
事
が
出
席
。
県
と
三
町

の
連
携
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
は
、
日

野
総
合
事
務
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
一

日
、
町
防
災
・

情
報
セ
ン
タ
ー

で
大
山
ス
イ
カ

の
試
食
会
が
県

内
外
か
ら
約
四

十
名
の
参
加
者

を
集
め
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
山
ス
イ
カ

は
日
清
戦
争
の

際
に
鳥
取
県
出

身
の
兵
士
が
中

国
大
陸
か
ら
種

を
持
ち
帰
っ
た

の
が
ル
ー
ツ
と

さ
れ
、
ス
イ
カ

特
有
の
縞
模
様
が
な
く
黒
っ
ぽ
い
緑
色
で
楕
円
形

を
し
て
い
ま
す
。

　
古
く
は
県
特
産
品
と
し
て
県
外
出
荷
も
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
病
気
に
弱
く
栽
培
管
理
が
難
し
い
こ

と
な
ど
か
ら
現
在
で
は
宮
市
地
区
の
一
部
の
農
家

で
自
家
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
だ
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
宮
市
地
区
の
農
家
か
ら
種
を
分
け
て
も
ら
い
大

山
ス
イ
カ
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
鳥
取
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校
か
ら
、
「
江
府

町
の
皆
さ
ん
に
是
非
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
提
案
を
受
け
今
回
の
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
二
種
類
の
台
木
（
ユ
ウ
ガ
オ
と
病
気
に

強
い
ス
イ
カ
）
で
栽
培
さ
れ
た
も
の
の
食
べ
比
べ

が
行
わ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
甘
み
、
美

味
し
さ
、
食
感
な
ど
い
ず
れ
の
項
目
も
ス
イ
カ
を

台
木
に
し
た
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
爽
や
か
な
甘
さ
で

美
味
し
い
。
」
と
か
「
子
供
の
頃
に
食
べ
た
味
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
」
な
ど
の
意
見
も
。

　
鳥
取
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校
で
は
今
後
も
試

験
栽
培
を
続
け
て
い
く
予
定
で
、
生
徒
を
指
導
さ

れ
て
い
る
秋
山
勝
正
先
生
は
「
試
験
の
成
果
が
江

府
町
の
新
し
い
特
産
品
誕
生
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・

　
　
　
　
共
同
協
議
会
が
発
足

幻
の
大
山
ス
イ
カ
の
試
食
会
を
開
催

（
糖
度
十
二
で
現
代
の
ス
イ
カ
に
負
け
な
い
味
）

左から増原日南町長、平井鳥取県知事
竹内江府町長、景山日野町長

Ａ、Ｂ２種類の大山スイカを試食する参加者
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　バス、フェリーに乗って西ノ島町に到着。

開校式、自己紹介やゲームなどの交流をし、

さっそく磯へ繰り出しました。

　西ノ島町の児童や先生から手ほどきを受

けながらサザエ捕りに挑戦。磯でのもぐり

は初めての児童がほとんどでしたが、あち

こちで収穫の歓声があがっていました。

　２月上旬には西ノ島町の５年生が江府町を訪れ、

国民休暇村大山鏡ヶ成において、交歓スキー教室

を行う予定です。

　７月２８日（水）から３０日（金）までの３日間、江府小学校５年生２６人と引率教職員
６人の計３２人が姉妹町である西ノ島町を訪れました。
　時折にわか雨の落ちるあいにくの天気でしたが、児童たちは元気いっぱいに磯遊びやマリ
ンスポーツを楽しみ、西ノ島町の５年生と親睦を深めました。

　高速船レインボーの故障という予想外の事態が発生。国賀海岸・摩天崖の見学は急遽予定を変更

し、陸上観光のみとなりました。崖の上では、強風に吹かれながら、放牧の様子や周辺の景色を見

学しました。時間を繰り上げて出発することになった別府港には、仲良くなった友だちが見送りに。

岸壁とフェリーとの間に色とりどりのテープをはさんで別れを惜しみました。

　海洋スポーツセンターにおいて、

マリンスポーツ（ヨット、カヌー、

ローボート）に挑戦しました。

　グループに分かれて説明を聞いた

あと、さっそく海へ。初めての体験

にもかかわらずみんな果敢に漕ぎ出

し、夕陽の沈むころにはわずか1日

の練習とは思えないほど上達

しました。

　マリンスポーツ終了後、閉

校式を行い、心地よい疲れを

感じながら交歓臨海学校は閉

幕。少したくましくなった笑

顔が輝いていました。
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民生児童委員協議会

　本町の民生児童委員協議会（会長　清水忠良）は、平成２１年度に

鳥取県から「民生児童委員協議会の運営を強化し、さらに地域福祉活

動を進める」という目的でモデル地区に指定を受けました。

　これを機会に昨年６月から８月にかけて、６５歳以上の高齢者のう

ち高齢者のみの世帯とひとり暮らしの高齢者世帯を対象に一軒一軒訪

ねてアンケート調査を実施、４７３人（回収率８７.０％）の皆様から

回答をいただきました。

　このたび、実施したアンケート調査の結果を冊子にとりまとめました。

その主な内容について、２回にわたりご紹介いたします。

　６５歳以上の高齢者４７３人から回答を得たアンケートを集計した結果、以下の傾向が理解できた。
　〔※項目により無回答や複数回答もあり必ずしも総数と一致しない〕

　回答者で最も多かったのは７０歳～７４歳の１３１人（約２８％）。７０歳～８４歳では３５２人（約
７３％）でした。

　健康状態については４７３人のうち、２５３人（約５３％）が健康又は普通、２２０人（約４７％）
が治療中。

　町内外に医療機関があり、４１９人（約８９％）が利用されている。

次号にアンケート集計結果の続きを掲載します。

● 性別・年齢について

● 健康状態について

● かかりつけ医について

90歳以上

85歳～89歳

80歳～84歳

75歳～79歳

70歳～74歳

65歳～69歳

24人

123人 130人

186人

30人
4人

おおむね健康

持っている 持っていない

普通 治療中 介護保険の認定を
受けている

寝たきり

年齢別表（男190人　女283人）

45人

52人

106人

115人

131人

女性
60％

男性
40％

419人
約89％ 54人

約11％
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　７月１４日、山村開発センターで「漏水調査おま
かせ隊」の結成式を行いました。
　結成式では、「漏水調査おまかせ隊」による漏水
調査の実施方法について確認されました。
　８月１日から町内のみなさんのメーターから宅内
の漏水について、調査します。
　おかしいと思われたら、漏水調査おまかせ隊事務
局（役場建設課　電話７５－３３０６）まで、連絡
をしてください。日程調整後、調査に伺います。

　８月１日から漏水によって水道料金が高額になった場合に減免することとしました。過去の平均使用

料を基準にして超えたものの１/２を減免します。修理した月を含め２か月分を限度とします。減免分の

精算は修理後の水道使用料から減免分を差し引くことになります。申請手続きが必要ですので、役場建

設課までご相談ください。

①事務局へ連絡　　　　　②おまかせ隊調査　　　　　③漏水修理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　 ⑤次月料金減免　　　　　　④減免申請

※ご注意

　修理費は、みなさん（依頼

　者）の負担となります。

（音声情報）

各ご家庭でのIP告知端末
の音声サービスや町内無
料電話サービスなどを計
画しています。

パソコン・ゲーム機等

　光ケーブル網を整備し、住民のみなさまに高速大容量インターネットと高性能電話等のサービスを提供
するため、施設整備工事を始めます。

電柱調査と土地所有者の確認のご協力を！

　光ケーブルをみなさまのお宅まで引込むため、
都合のよい電柱がない場合は、町が独自に電柱
を建てます。その場合、みなさま所有の土地に
お願いする場合もあります。
　事業に対するみなさまのご理解とご協力をお
願いします。

今後の工事予定（工事のイメージは、町報４月
　　　　　　　　号を参照してください）

　９月　　町独自電柱の建てこみを開始
１０月　　光ケーブルを各集落へ
１１月　　宅内工事承諾を確認後、みなさまのお宅への引込みと宅内工事を開始

各集落で事業と工事説明会を開始

○事業の概要とその意義、
○町独自に提供するサービス
○サービスの種類と料金（ＮＴＴ西日本）
お問い合わせ先
　役場　企画政策課　電話７５－３３０５　＜江府町ブロードバンド化情報　vol.３＞
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７月２２日　　小学生の部
７月２７日　　中学生男子の部
７月２９日　　中学生女子の部

　
伝
統
の
山
陰
少
年
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
が
、
今
年
も
七
月
二
十
二

日
、
二
十
七
日
、
二
十
九
日
の
三

日
間
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
十
四
年
に
『
伯
州
児
童
庭

球
大
会
』
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の

大
会
は
、
自
治
体
主
催
の
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
と
し
て
は
規
模
が
大

き
く
、
毎
年
両
県
か
ら
多
く
の
小

中
学
生
が
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、

全
国
大
会
出
場
ペ
ア
も
あ
り
年
々
、

技
術
レ
ベ
ル
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
百
六
十
九
組
、
三
百

三
十
八
名
の
小
中
学
生
が
、
照
り

つ
け
る
太
陽
に
負
け
な
い
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　　
江
府
町
の
選
手
た
ち
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
で
活
躍
。
特
に
、
小
学

生
男
子
の
部
で
は
、
江
府
小
Ｓ
Ｔ

Ｃ
の
生
田
奨
・
藤
田
敬
章
ペ
ア
、

宇
田
川
智
広
・
浜
田
直
明
ペ
ア
が

そ
ろ
っ
て
決
勝
進
出
。
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
戦
い
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
生
女
子
の
部
で
、
日
野

尾
真
代
・
浜
田
真
衣
ペ
ア
が
三
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
練
習
の
成
果
を
、
好
成
績
に
結

び
つ
け
た
選
手
、
ま
た
力
を
発
揮

で
き
な
い
ま
ま
に
敗
れ
て
し
ま
っ

た
選
手
、
さ
ら
に
、
一
生
懸
命
チ

ー
ム
メ
イ
ト
に
声
援
を
お
く
っ
た

仲
間
た
ち
。
全
員
の
健
闘
を
た
た

え
、
拍
手
を
お
く
り
ま
す
。

＊
　
試
合
結
果
　
＊

　
　
　
（
太
字
は
江
府
町
関
係
分
）

【
小
学
生
女
子
の
部
】

●
準
決
勝

　
松
本
・
山
本
（
根
雨
Ｊ
）

　
　
　
４
　
対
　
１

　
　
　
　
坪
倉
・
平
井

　
　
　
　
　
　
（
日
南
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）

　
木
村
・
坪
倉
（
日
南
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）

　
　
　
４
　
対
　
１

　
　
　
　
木
下
・
石
田
（
根
雨
Ｊ
）

●
決
勝

　
木
村
・
坪
倉

　
　
　
４
　
対
　
１

　
　
　
　
　
　
松
本
・
山
本

【
小
学
生
男
子
の
部
】

●
準
決
勝

　
生
田
・
藤
田
（
江
府
小
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
　
　
４
　
対
　
２

　
　
　
　
松
本
・
松
本
（
根
雨
Ｊ
）

　
宇
田
川
・
浜
田

　
　
　
　
　
（
江
府
小
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
　
　
４
　
対
　
２

　
　
　
　
下
前
・
河
本

　
　
　
　
　
　
（
岸
本
ス
ポ
少
）

●
決
勝

　
生
田
・
藤
田

　
　
　
４
　
対
　
１

　
　
　
　
　
　
宇
田
川
・
浜
田

【
中
学
生
女
子
の
部
】

●
準
決
勝

　
松
本
・
小
谷
（
日
野
中
）

　
　
　
４
　
対
　
２

　
　
　
日
野
尾
・
浜
田
（
江
府
中
）

　
西
村
・
坂
本
（
日
野
中
）

　
　
　
４
　
対
　
１

　
　
　
　
増
田
・
名
越
（
日
南
中
）

●
決
勝

　
西
村
・
坂
本

　
　
　
４
　
対
　
１

　
　
　
　
　
　
　
松
本
・
小
谷

【
中
学
生
男
子
の
部
】

●
準
決
勝

　
田
中
・
加
藤
（
大
社
中
）

　
　
　
４
　
対
　
３

　
　
　
　
金
川
・
三
谷
（
河
南
中
）

　
藤
田
・
梶
谷
（
大
社
中
）

　
　
　
４
　
対
　
２

　
　
　
　
三
好
・
山
田
（
岸
本
中
）

●
決
勝

　
藤
田
・
梶
谷

　
　
　
４
　
対
　
０

　
　
　
　
　
　
田
中
・
加
藤
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　歴史と伝統の日野郡民総合体育大会が、７月１８日（日）、日野町を主会場に開催されました。
（ゴルフは７月３日に実施）江府町は、ソフトテニスの一般男女がアベック優勝したほか、ゴルフ、
柔道で優勝。他の種目でも健闘しましたが、力およばず総合得点は三位に終わりました。各競技
成績及び陸上競技の本町優勝者は次のとおりです。

【
陸
　
上
】

　
　
男
　
子

　
　
　
　
第
　
三
　
位

　
　
女
　
子

　
　
　
　
第
　
三
　
位

＊
小
学
校
男
子

　
　
百
メ
ー
ト
ル
四
年

　
　
　
　
安
　
部
　
冴
　
太

　
　
八
百
メ
ー
ト
ル
共
通

　
　
　
　
谷
　
田
　
駿
　
太

　
　
走
幅
跳
共
通

　
　
　
　
木
　
谷
　
　
　
聡

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
共
通

　
　
　
　
森
　
田
　
大
　
地

　
　
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
共
通

　
　
　
　
江
　
府
　
小

＊
中
学
校
女
子

　
　
走
幅
跳
共
通

　
　
　
　
梅
　
田
　
佳
　
甫

　
　

＊
成
年
女
子

　
　
八
百
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
吉
　
川
　
　
　
幸

　
　
走
幅
跳

　
　
　
　
吉
　
川
　
　
　
幸

【
ゴ
ル
フ
】

　
　
　
　
優
　
　
　
勝

　
　

【
野
　
球
】

　
　
　
　
準
　
優
　
勝
　

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　
一
般
男
子

　
　
　
　
優
　
　
　
勝

　
一
般
女
子

　
　
　
　
優
　
　
　
勝

　
壮
　
　
年

　
　
　
　
第
　
三
　
位

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　
一
般
男
子

　
　
　
　
　
準
　
優
　
勝

　
一
般
女
子

　
　
　
　
　
第
　
三
　
位

　
家
庭
婦
人

　
　
　
　
　
欠
　
　
　
場

【
柔
　
道
】

　
　
　
　
　
優
　
　
　
勝

【
剣
　
道
】

　
　
　
　
　
準
　
優
　
勝

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

　
　
　
　
　
第
　
三
　
位

【
卓
　
球
】

　
　
　
　
　
第
　
三
　
位

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

　
　
男
　
子

　
　
　
　
　
第
　
三
　
位

　
　
女
　
子

　
　
　
　
　
第
　
三
　
位

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

　
　
男
　
子

　
　
　
　
　
第
　
三
　
位

　
　
女
　
子

　
　
　
　
　
準
　
優
　
勝
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　今から十数年前のことである。私は、用事で鳥取に行くため山陰線に乗った。朝から暑くなりそうな気
配だった。「下市駅」だったろうか。親子が乗ってこられ、私の前と隣の席に座られた。見ると、小学校
低学年ぐらいの女の子と母親である。女の子（Ａ子）は、肢体不自由児である。登校中なのか大きなナッ
プランドを背負っていた。「重いから下ろしたら」と母親が言ってもＡ子は首を横に振るだけだった。「下
ろしなさい」と母親から厳しく言われ、しぶしぶＡ子はナップランドに手を掛けようとした。
　しかし、肩紐を掴むことができないのだ。母親は、全く手を貸そうとはしない。只黙って見ているだけ
だ。突然、「ウーッ」とＡ子がうなって腕を振ると、指が動き肩紐が外れた。Ａ子の体は、汗とよだれで
びしょびしょに濡れていた。「良く頑張ったよ」と言おうとしたが、無表情な母親の顔を見ると声は出ず、
Ａ子のほっとした様子に慰められた。
　「そろそろ用意をしておかないと間に合わないよ」母親の厳しい声に「ええっ」つい声が出てしまった。
さっき重い鞄を下ろしたばかりである。下ろすのにあれだけ苦労したのに、背負うのはどれだけ大変か想
像もつかない。Ａ子は、やおら横に置いた鞄を背負いやすいように肩紐を広げ直した。「うん、そう、背
中を倒して、うーん」いつしか私もＡ子と一緒になって鞄を背負っていた。残念ながら片方の肩紐が腕に
通らないうちに「次は倉吉駅」の放送が入ってしまった。間に合わせなければと思った私は、思わず肩紐
に手を掛けようとしたその時、『やめてください』母親の悲痛な叫び声で我に返った。「ごめんなさい」
と頭を下げた時、私の膝を撫でるＡ子に気付いた。見事ナップランドを背負ったＡ子がそこに立っていた
のだ。「よう頑張った、よう頑張った」と汗とよだれでずぶ濡れになった我が子を抱き抱えて喜ばれる母
親の姿に頭が下がり、力いっぱいの拍手を送った。
　駅のホームで、手を振りながら送ってくださった親子を今でも忘れることができない。　　【Ｔ．Ｕ】

　住民の声でリレーする人権和い輪いひろば。今月
はペンネーム、Ｔ．Ｕさんから。
　くらしの中で障がいのある人に出会ったとき、何
か手助けをしてあげなくては・・・と考え実行する
のは、とても親切で、決して悪いことではありません。
でも、相手の側に立ってみればどうでしょう。
　「これは自分でがんばってみよう」「困ったな・・・
誰か声をかけてくれないかな」。いろんな場面があ
るのかもしれません。
　・・・さて、あなたなら、こんな時どうしますか？

★第３回　　期　日　　８月25日（水）
　　　　　　テーマ　　講演『人権意識を磨く』
　　　　　　講　師　　元大山町教育長　山田　晋さん

★第４回　　期　日　　９月 ９日（木）
　　　　　　テーマ　　ワークショップ『高齢社会の町づくり』
　　　　　　講　師　　鳥取県人権文化センター　尾崎真理子さん

★第５回　　期　日　　９月21日（火）
　　　　　　テーマ　　講演『死なないで！殺さないで！』
　　　　　　　　　　　　　　　　～認知症介護の現場から～
　　　　　　講　師　　認知症の人と家族の会鳥取県支部　吉野　立さん

★第６回　　期　日　　10月７日（木）
　　　　　　テーマ　　講演『拉致被害者の人権、家族の思い』
　　　　　　講　師　　拉致被害者・松本京子さんの兄　松本　孟さん　
　　　　　　　　　　　特定失踪者問題調査会常務理事　妹原　仁さん

★第７回　　期　日　　10月21日（木）
　　　　　　テーマ　　講演『わたしたちの取り組み』
　　　　　　講　師　　サントリー天然水奥大山ブナの森工場　横山大助さん
　　　　　　　　　　　安達商事（あいきょう）社長　安達享司さん

　開講時間：午後7時から8時30分　　場　所：防災・情報センター

　
七
月
二
十
二
日
か
ら『
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
』が
始
ま
り
ま
し
た
。

　『
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
』は
、人
の
話
を
真
剣
に
聴
く
こ
と
や
、自
分
の
思
い
を

素
直
に
話
す
こ
と
を
目
標
に
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
自
身
の

人
権
の
保
障
の
た
め
に
、あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
道
筋
を
学
び
あ
い

ま
し
ょ
う
。

　
三
回
目
以
降
の
日
程
と
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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七
月
二
日
に
、
江
府
小
学
校
の

三
年
生
（
二
十
五
名
）
が
小
原
集

落
に
出
か
け
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩

り
を
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
統
合
ま
で
は
、
米
沢
小

学
校
の
全
校
児
童
が
「
郷
土
学
習
」

の
一
環
と
し
て
近
く
の
小
原
集
落

に
で
か
け
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
が
、
米
沢

小
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
昨
年
は
、

残
念
な
が
ら
こ
の
行
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
確
か
に
小
学
校
統
合
に
よ
り
、

地
域
か
ら
小
学
校
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
江
府
小
学
校

の
子
ど
も
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
い
ま
す
し
、
地
域
の
よ
さ
も

な
く
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
学
校
支
援
地
域
本
部
で
は
、

小
原
集
落
に
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
団
体
登
録
を
お
願
い
し
、

今
回
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
当
日
は
、
時
折
小
雨
が
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
子
ど

も
達
は
持
参
し
た
入
れ
物
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
、
お
い
し
そ
う

な
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
を
摘
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
原
集
落
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
、

子
ど
も
達
と
の
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
一
緒
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実

を
摘
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
と
ら
せ
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
か
げ
で
お
い
し
い
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
が
と
れ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
し
ゅ
る
い
が
あ
っ
た
け

ど
、
ど
れ
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

土
曜
日
に
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
、
パ

ン
に
つ
け
て
食
べ
た
ら
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
一
人
で
た
べ
き
れ
な

い
ほ
ど
と
り
ま
し
た
。
小
原
の
み

な
さ
ん
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

作
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
と

れ
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。

　
金
曜
日
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
り

に
し
ょ
う
た
い
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぼ
く

は
、
は
じ
め
に
小
原
の
み
な
さ
ん

の
話
を
聞
い
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
木
を
、
一
本
一
本
お
世
話
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
と
る
と

き
、
一
こ
食
べ
て
み
た
ら
、
す
ご

く
あ
ま
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

い
っ
ぱ
い
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
金
曜
日
は
、
小
原
に
い
っ
て
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
と
ら
せ
て
も
ら
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に

と
り
ま
し
た
。
名
前
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
小
原
の
人
と
も
と

り
ま
し
た
。
全
部
の
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
を
食
べ
て
、
と
く
に
お
い
し
か

っ
た
の
は
小
さ
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

で
す
。
大
き
い
の
は
、
あ
ま
く
て

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
す
っ
ぱ
い

の
も
あ
っ
て
、
す
っ
ぱ
い
の
は
、

す
ご
く
す
っ
ぱ
か
っ
た
で
す
。
わ

た
し
は
タ
ッ
パ
ー
二
つ
と
も
ま
ん

た
ん
に
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
も

だ
ち
の
も
手
つ
だ
い
ま
し
た
。
全

部
ま
ん
た
ん
に
な
っ
た
ら
、
た
く

さ
ん
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
小
原
の
み
な
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
学
習
を
通
し
て

様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。そ
の
中

で
も
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

は
、決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。今
回
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
達
は
江
府
町
の
よ
さ
や
す

ば
ら
し
さ
を
、実
感
を
も
っ
て
学
ん

で
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
七
月
十
六
日
に
、
今
年
度
一
回

目
の
地
域
教
育
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
委
員
長
に
加
持
谷
典
範
さ
ん
、

副
委
員
長
に
宇
田
川
聡
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
道
下
隆
秀
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
支
援
を
受
け
る
学

校
も
、
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
も
、
よ
り
満
足
で
き
る
よ

う
な
、
充
実
し
た
学
校
支
援
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　
　
七
五
―
二
二
二
三
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○情報
できる＊ゼロからはじめるエクセル超入門／柳井美紀

○人生訓
「座右の銘」が必ず見つかる寺子屋の人生訓451／齋藤孝

○伝記
憚りながら／後藤忠政

○社会・政治・経済
日本経済の真実／辛坊治郎

政治家／岩見隆夫

もういちど読む山川政治経済／山崎広明

経済のことよくわからないまま社会人になってしまった人へ／池上彰

○育児・教育
赤ちゃん・子ども病気百科／主婦の友社

シンプル育児の正解／主婦の友社

子育てハッピーアドバイス／明橋大二

忙しいパパのための子育てハッピーアドバイス／明橋大二

0～5歳細谷先生のわくわく子育て／細谷亮太

「育てにくい子」と感じたときに読む本／佐々木正美

もっと子どもとうまくいく！働くお母さんの習慣術／たけながかずこ

「語りかけ」育児／サリー・ウォード

うちの子、どうして言うこと聞かないの？／古川伸子

起こらないしつけのコツ／グループこんぺいと

良い子のこころが壊れるとき／山登敬之

子育てでいちばん大切なこと／佐々木正美

○医学
アトピッ子のお料理ブック／アレルギーの子を持つ親の会「かたつむり」

食べ物を変えれば脳が変わる／生田哲

空気は読まない／鎌田實

絶対ボケない生活／フレディ松川

○レシピ
卵、バター、牛乳、上白糖を使わない！みるまゆさんの子どもおやつ／山本路子

○漫画
昭和天皇論／小林よしのり

○語学
ダーリンの頭ン中(２)／小栗左多里

○小説
白と黒が出会うとき／新堂冬樹

オー！ファーザー／伊坂幸太郎

アーサー王と聖杯の物語／ローズマリ・サトクリフ

アーサー王最後の戦い／ローズマリ・サトクリフ

この命、義に捧ぐ／門田隆将

ペンギン・ハイウェイ／森見登美彦

マルガリータ／村木嵐

高く手を振る日／黒井千次

不等辺三角形／内田康夫

○ヤングアダルト(※小学校高学年～高校生向き図書)

床下の小人たち／メアリー・ノートン

野に出た小人たち／メアリー・ノートン

川をくだる小人たち／メアリー・ノートン

空をとぶ小人たち／メアリー･ノートン

小人たちの新しい家／メアリー･ノートン

ミアの選択／ゲイル・フォアマン

ピーチズ・初恋／ジョディ・リン・アンダーソン

○絵本
山のとしょかん／肥田美代子

あめぽぽぽ／東直子

てのひら／瀧村有子

キタキツネ／久保敬親

じごくのラーメンや／苅田澄子

青おにとふしぎな赤い糸／岩神愛

となりのたぬき／せなけいこ

　みんな、俺の話を聞いたら尊
敬したくなるよ。我が家は、六
人家族で大変なんだ。
　そんなのは珍しくない？ い
や、そうじゃないんだ、母一人、
子一人なのはいいとして、父親
が四人もいるんだよ。しかも、
みんなどこか変わっていて。俺
は普通の高校生で、ごく普通に
生活していたいだけなのに。
　そして今回、変な事件に巻き
込まれて･･････。

伝説の山口組武闘派組長が、
その半生と哲学、事件・引退の
真相を語る衝撃の単行本！
山口組の直参として、日本の
深層を生き抜いた後藤忠政とは、
いかなる人物なのか？

　人間の家の床下に住み、生活
に必要なものはすべて、こっそ
り人間から借りて暮らしている
小人たちの物語。ある日、小人
の少女アリエッティは、その家
の男の子に姿を見られてしまい
ます･･･。ファンタジーの傑作！

スタジオジブリ最新作
『借りぐらしのアリエッティ』の
原作シリーズ（全5巻）です♪
　映画を見る前、見たあと、ぜひ
こちらも楽しんでみてください。

　没後、21年を経て、昭和天
皇が甦る。失いすぎた我々が今、
求めているのは、まさにこの巨
人ではなかったか･･･。
　日本と日本人の「象徴」を、
小林よしのりが描ききる！
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農業委員会総会（7月）

審議案件は、全て承認されました。

１）農地利用集積円滑化事業規程の制定について

２）農用地利用集積計画について　　　１件

３）平成22年秋の農作業標準賃金の決定について

　農地の売買、貸借、転用など農地に関して日頃

困っておられる事がありましたらお気軽にお越

しください。農業委員が交替で相談に応じます。

◎相談日　8月30日（月）午後1時30分

　　　　　山村開発センター

農業委員会では平成22年秋の農作業労働標準賃金を下表のとおり決定しました。この賃金は、江
府町の標準賃金です。水田・地域によりこれを基準に話し合って決定してください。

農地相談会のご案内

標準賃金
（税なし）

１日８時間の
賄いなし

稲 刈 り
作業一般

機　　械

（注）1　これは、ほ場整備農地の賃金であり、ほ場整備未完了の農地にあってはこれを基準に
　　　　相互に話し合って決定してください。
　　2　消費税は別です。

10aあたり
すみ刈は委託者が実施

10aあたり

7,000円

15,000円

6,000円

人　　　夫

コンバイン

耕　　　起

備　　　考作業区分

　
七
月
五
日
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
作
業
の
大
き
な
負
担
で
あ
る
畦

の
草
刈
り
作
業
を
省
力
化
し
、
耕
作
放
棄
の
防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
さ

れ
て
い
る
県
内
中
部
地
区
の
三
朝
町
助
谷
集
落
を
視
察
。
当
地
区
は
既

に
ほ
場
整
備
を
完
了
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
急
傾
斜
地
で
畦
畔
面
積
が
広

く
（
平
均
五
　
程
度
）
、
ま
た
ほ
場
に
隣
接
す
る
山
林
の
刈
場
も
広
く
、

年
間
を
通
じ
て
管
理
す
る
こ
と
は
、
至
難
の
業
。
一
方
農
家
の
高
齢
化

も
進
ん
で
お
り
、
年
間
四
〜
五
回
の
草
刈
り
作
業
は
年
々
重
労
働
。
そ

こ
で
草
刈
り
回
数
を
減
ら
し
、
畦
畔
の
維

持
管
理
の
省
力
化
を
図
る
た
め
に
、
雑
草

の
発
生
を
抑
制
し
効
果
が
あ
る
「
セ
ン
チ

ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
（
和
名
ム
カ
デ
シ
バ
）
」

の
導
入
を
順
次
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
標
準
作
業
は
前
半
の
秋
、
稲
刈
り
後
、

畦
畔
に
除
草
剤
を
散
布
し
雑
草
を
根
ま
で

枯
ら
し
始
め
、
初
期
生
育
に
は
水
分
が
多

い
梅
雨
時
期
が
種
子
を
吹
き
付
け
る
最
適

と
の
こ
と
で
す
。

　
一
年
目
は
五
　
程
度
で
二
年
目
は
一
〇

　
程
度
に
均
一
に
繁
茂
。
そ
の
後
は
二
か

年
間
は
畦
の
除
草
作
業
が
ほ
と
ん
ど
不
要

で
あ
る
こ
と
を
担
当
さ
れ
る
方
は
強
調
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス

は
土
壌
を
選
ら
ば
ず
生
育
し
、
吹
き
付
け

を
行
う
た
め
の
事
前
整
備
と
、
そ
の
後
の

一
〜
二
年
間
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
除
草

作
業
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。 メ

ー
ト
ル

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
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１．採用予定人数　　消防職　１５名程度　昭和５６年４月２日以降に生まれた者。
　　　　　　　　　　消防職　　５名程度　平成２３年３月に高等学校を卒業見込みの者。
２．職務内容　　　　消防局及び消防署で、消火・救急・救助活動・火災予防指導等の業務に従事。
３．受験資格　　　　○昭和５６年4月2日以降に生まれた者、平成２３年３月に高等学校を卒業見込み
　　　　　　　　　　　の者。
　　　　　　　　　　○消防吏員として職務遂行に必要な身体を有し、次の基準を満たす者。
　　　　　　　　　　○視力両眼で0.7以上（矯正視力を含む）、赤色、青色及び黄色の色彩識別ができ
　　　　　　　　　　　ること。
　　　　　　　　　　※受験できない者　①日本国籍を有しない者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②地方公務員法第16条に該当する者
４．受付期間　　　　平成２２年８月２日（月）～８月２４日（火）
　　　　　　　　　　※郵送は、８月２４日（火）必着のこと。
５．試験日・試験会場及び試験方法
　　　　　　　　　　試験日・試験会場及び試験方法等、受験に関して、詳しくは消防局、各消防署、
　　　　　　　　　　役場で配布する試験案内をご覧になるか、下記までお問合せください。
【問合せ先】鳥取県西部広域行政管理組合消防局総務課
【住所】〒６８３－０８５３　米子市両三柳5452番地
【電話】０８５９－３５－１９５３

鳥取県では、下記のとおり平成２２年度職員採用試験を実施します。
１．職種・採用予定者数
　　　　【警察事務・一般事務・保育士】（高校卒業程度、短大卒業程度）それぞれ５名程度
　　　　【一般事務】（身体障がい者・高校卒業程度）２名程度
　　　　【保健師（警察職員）】（大学卒業程度）１名程度
　　　　【警察官（警察官Ｂ）】（警察官Ｂ：大学卒業者・見込者以外を対象）
　　　　　　　　　　　　　　　　男性２９名程度　女性２名程度
２．年齢要件　
　　　　【警察事務】（高校卒業程度、短大卒業程度）
　　　　　　　　　　昭和６２年４月２日～平成５年４月１日までに生まれた人
　　　　【一般事務】（高校卒業程度、短大卒業程度）
　　　　　　　　　　平成元年４月２日～平成５年４月１日までに生まれた人
　　　　【保育士】（高校卒業程度、短大卒業程度）昭和50年４月２日以降に生まれた人
　　　　【一般事務】（身体障がい者・高校卒業程度）
　　　　　　　　　　昭和５０年４月２日～平成５年４月１日までに生まれた人
　　　　【保健師（警察職員）】（大学卒業程度）昭和５０年４月２日以降に生まれた人
　　　　【警察官（警察官Ｂ）】（警察官Ｂ：大学卒業者・見込者以外を対象）
　　　　　　　　　　　　　　　昭和５２年４月２日～平成５年４月１日までに生まれた人
３．受付期間
　　　平成２２年８月６日（金）～８月２３日（月）
　※職種により試験日、採用予定者数、試験区分、受験資格、試験日・試験会場及び試験方法などが異
　　なりますので、必ず受験案内でご確認ください。
　　試験日など詳しくは、下記までお問い合わせになるか、試験案内をご覧ください。
【問合せ先】鳥取県人事委員会
【住所】〒６８０－８５７０　鳥取市東町１丁目２７１　鳥取県庁第２庁舎７階
【電話】０８５７－２６－７５５３
　※　試験案内、受験申込書は役場総務課（電話７５－２２１１）でも配布しています。
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　江府町では、平成２３年４月１日採用予定の職員を下記のとおり募集します。
　希望される方は、平成２２年度江府町職員採用試験が下記のとおり行われますので、必ず受験してくだ
さい。

職　　種　　○土木技師　　1名　　○社会福祉士　1名

受験資格　　土木技師：日野郡、西伯郡、米子市、境港市の在住者又は出身者で、昭和５０年4月2日以降
　　　　　　　　　　　に生まれた者で測量士補、測量士、技術士建設部門及び土木施行管理技士のうち
　　　　　　　　　　　いずれかの資格を有する者又は平成２３年３月末日までに資格を取得見込みのあ
　　　　　　　　　　　る者。
　　　　　　社会福祉士：日野郡、西伯郡、米子市、境港市の在住者又は出身者で、昭和５０年4月2日以
　　　　　　　　　　　　降に生まれた者で社会福祉士の資格を有する者又は平成２３年３月末日までに
　　　　　　　　　　　　資格を取得見込みのある者。

※共通事項
　試験を受けられないひと
　　地方公務員法第１６条に該当する人（以下のいずれかに該当する人）
　・成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む）
　・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　・当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
　・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、
　　又はこれに加入した者
　日本国籍を有しない人
　・活動に制限のない在留の資格を所得している人又は平成２３年３月３１日までにこの資格を取得する
　　見込みの人に限り受験できます。日本国籍を有しない職員は、公権力の行使に該当する業務、公の意
　　思形成への参画に携わる職に就くことはできません。

試験の程度　土木技師：教養試験（高校卒業程度）、事務適性検査、職場適応性検査、作文試験
　　　　　　社会福祉士：社会福祉専門試験、事務適性検査、職場適応性検査、作文試験

申込用紙の請求　　江府町役場総務課又は、鳥取県西部町村会事務局で受領してください。

受 験 申 込 期 間　　平成２２年７月２７日（火）～平成２２年８月１９日（木）午後5時まで
　　　　　　　　　　　郵送の場合は、平成２２年８月１９日に江府町役場総務課に必着のこと。

受　験　申　込　先　　江府町役場　総務課　　
　　　　　　　　　　　※鳥取県西部町村会事務局では受験申込を受付けておりませんのでご注意ください。

第　一　次　試　験　　日　時　平成２２年９月１９日（日）　午前９時～
　　　　　　　　　　　場　所　江府町防災・情報センター

第一次試験合格発表　　平成２２年１０月中旬合格者に通知、及び江府町役場前掲示板に掲示します。

第　二　次　試　験　　平成２２年１１月上旬（第一次試験合格者についてのみ実施）
　　　　　　　　　　　日時及び場所は、第一次試験合格者通知の際にお知らせします。　
　　　　　　　　　　　試験種目　口述試験、身体検査

合　　格　　発　　表　　平成２２年１１月中旬合格者に通知、及び江府町役場前掲示板に掲示します。

受験申込用紙の請求、お問い合わせ先
　○役場　総務課　〒689-4401江府町江尾４７５番地　（電話７５－２２１１）
　○西部町村会事務局　米子市糀町１丁目１６０　鳥取県西部総合事務所新館２階
　　（電話：０８５９－２２－２０４９）
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●卒業後は幹部候補生学校における教育を受け、約
　１年間で幹部自衛官となります。
　受験資格：高卒（見込含）21歳未満
　推薦受付：９月６日～９月９日
　推薦試験：９月2５日（土）2６日（日）
　試験会場：防衛大学校（横須賀市）
　一般受付：９月６日～10月１日
　一般１次：11月６日（土）７日（日）
　試験会場：米子駐屯地

●民間と同様のカリキュラムのほか夜間実習等充実
　した臨床実習を実施し、３年間で自衛隊の看護師
　となります。
●国家資格合格率は、ほぼ１００％
　受験資格：高卒（見込含）２４歳未満
　受 　付：９月６日～10月１日
　一次試験：10月23（土）
　試験会場：米子駐屯地

●約６年間の教育課程で高い総合臨床能力と専門医
　としての能力を併せ身につけた自衛隊医官を養成
　しています。
　受験資格：高卒（見込含）21歳未満　
　受　　付：９月６日～10月１日
　１次試験：10月30日（土）
　　　　　　10月31日（日）
　試験会場：伯耆しあわせの郷

（倉吉市）

　①受験資格の年令は、平成２３年４月１日現在の
　　年令です。
　②すべての受験・入学金・授業料等は無料です。
　③学生手当（毎月）、ボーナス（年２回）が支給され
　　ます。

日　　時 場　　所

８月２２日（日）
９：３０～１２：００

米子コンベンション
　　　　　　センター５階

くわしいお問い合わせは・・・
　自衛隊米子地域事務所　電話　０８５９－３３－２４４０
　米子しんまち　天満屋　北隣　ＹＮＴ第４ビル

　７月２１日、江府町総合健康福祉センターで、江府町赤十字奉仕団の会員２４名が「ＡＥＤを使った救

急法」を学びました。

　最近は、ＡＥＤを設置している施設も少しずつ増えています。

日頃から江府町赤十字奉仕団の会員の中には、いざという時

のＡＥＤの使い方の講習の必要性を感じており、今回の講習

会を熱心に受講されました。

　また、ＡＥＤの救急法に加え、やけどやのどに物を詰まら

せた時の対処法、止血法などの講習も行われました。

　講習会の終わりに、講師から「本日、受講したみなさんが、

さらにほかの人にＡＥＤの救急法を伝達、広めることが多く

の方の命を救うことにつながります。」と言われ、会員のみ

なさんは、救急法の大切さを痛感していました。
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　「突然解雇された」「賃金が支払われない」等の労働関係の問題について、労働問題に詳しい労働委員会の
委員がお答えする労働相談会を行います。
●相談例　労働に関すること、事項全般　解雇、退職、賃金未払い、退職金、労働時間、年次有給休暇、セク
　　　　　ハラ、パワハラなど、（労働者の募集及び採用に関する事項は、除きます。）
●対象者　特に限定はありません。労働者、事業主いずれの相談もお受けします。正社員、パート、派遣社員、
　　　　　アルバイト等の雇用形態を問いません。
●相談方法　　○無料、秘密厳守　○面談による相談　　原則前日までに事前予約をお願いしております。
●日時・会場　

※　鳥取県労働委員会個別労使紛争解決支援センター
　　事務局員が随時相談に応じています。　時間　平日の午前8時30分から午後5時まで
●面談の事前予約・問い合わせ先
　　電話　０１２０－７７－６０１０（フリーダイアル）又は０８５７－２６－７５６０
　　ファクシミリ０８５７－２６－８１５３

　平成22年6月18日に改正法が施行され、借入総額が
「年収の3分の1」を超える場合、新規の借入れがで
きなくなりました。
借入れや返済のお悩みは、お早めに相談を！
中国財務局多重債務相談窓口 ０８２-２２１-９２０６
消費者ホットライン　０５７０-０６４-３７０
中国財務局鳥取財務事務所 ０８５７-２６-２２９５

●資　　格　大型二種免許取得者
　詳細は面談の上、決定いたします。まずは、お気
軽にお電話ください。
●運行会社　日本交通株式会社　米子営業所　総務課
●電　　話　０８５９－３３－９１１１
●住　　所　米子市目久美町５５番地

　詳しくは、下記までお問合せください。
　境税関支署　〒684-0034　(住所)境港市昭和町9番町境港港湾合同庁舎内電話0859-42-2228

期　　日 時　　　　　間 会　　　　場

９月８日（水） 午後３時30分から午後５時まで 鳥取県庁第２庁舎７階（労使ネットとっとり）

　国土交通省では、平成２２年６月２８日から平成２３年３月３１日まで高速道路無料化社会実験を行ってい

ます。無料化社会科実験中でも料金所の通行形態は、従来と変わりがありませんので、料金所を通過する際は、

ＥＴＣ車はカードを装着し、ＥＴＣを搭載していない車は一旦停止をしてください。また、近隣では、岡山自

動車道が高速道路無料化社会実験の対象となっていますが、２つ以上の経路がある場合は無料区間を含めた最

短経路の料金が高速道路無料化社会実験の対象となりますので、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

【高速道路通行料金や道路交通情報に関するお問い合わせ先】

　NEXCO西日本　お客さまセンター（年中無休・２４時間）

　フリーコール　０１２０－９２４８６３（フリーコールができない方は、０６－６８７６－９０３１へ）
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　ハローワーク根雨では、地域と職種ごとに求人を区分して公開カードを提示しています。県外で
の就職を希望される方は、相談窓口のコンピューターで検索もできます。
　ハローワーク根雨の管轄の町別の求人情報は、毎月２回第２、第４火曜日に発行しています。ま
た、ハローワーク米子の情報も提供しています。
　インターネットにより全国のハローワークの求人情報（毎日更新）を検索できます。
　http://www.hellowork.go.jp
　ハローワーク根雨では。仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間
16
17
18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
30
31

月
火
水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日
月
火

江尾十七夜

ふれあいデー

もの忘れ外来

行政見学ツアー（2525事業）

公民館講座(フラダンス)

町民野球大会

ブックセカンド事業（2525事業）

水泳教室

水泳教室

ゴルフ教室

こども講座（科学実験）

水泳教室

ふれあいデー

公民館講座（写真）

水泳教室

たんぽぽ学級

犬・猫引取り（事前連絡必要）

明徳学園

ふれあいデー

中学校始業式

県民スポレク祭（夏季大会：水泳）

小学校始業式

公民館講座(いけばな)

県民スポレク祭（夏季大会：水泳）

公民館講座（和紙折紙）

ぼちぼち倶楽部

県民スポレク祭（夏季大会）

農地相談会

ふれあいデー

江尾地内

子供の国保育園

江尾診療所

大阪造幣局等

防災・情報センター

運動公園総合グラウンド

町立図書館

町民プール

町民プール

グリーンパーク大山ＧＣ

防災・情報センター

町民プール

子供の国保育園

防災・情報センター

町民プール

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

子供の国保育園

江府中学校

米子市東山水泳場

江府小学校

防災・情報センター

米子市東山水泳場

防災・情報センター

総合健康福祉センター

県内各地

山村開発センター

子供の国保育園

14：00～

10：00～11：30

受付13：00～16：00

出発 6：00

14：00～15：30

19：00～

13：30～15：00

14：30～16：00

14：30～16：00

14：00～17：00

13：00～15：00

14：30～16：00

10：00～11：30

13：30～15：30

14：30～16：00

19：30～20：30

9：30

9：30～16：00

10：00～11：30

19：00～20：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～16：00

10：00～11：30

1

2

3
4
5

6

7

8

9

10
11
12

水

木

金
土
日

月

火

水

木

金
土
日

防災・情報センター

子供の国保育園

江尾診療所

防災・情報センター

防災・情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

子供の国保育園

防災・情報センター

防災・情報センター

グリーンパーク大山ＧＣ

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（　７５－２６２４）へ連絡して下さい。

公民館講座（ヒップホップ）

ふれあいデー

もの忘れ外来

公民館講座　エコクラフト

公民館講座（墨彩画）

ふれあいデー

歯科健診・フッ素塗布

（1歳6か月児健診受診済児

以上の就学前児）

公民館講座（着物のリフォーム）

家族の会

公民館講座（書道）

公民館講座（エアロ・ヨガ）

ふれあいデー

たんぽぽ学級

公民館講座（いけばな）

ゴルフ教室

19：00～20：30

10：00～11：30

受付13：00～16：00

13：30～15：30

13：30～15：30

10：00～11：30

13：30～15：30

10：00～12：00

13：30～15：30

19：00～20：30

10：00～11：30

19：30～20：30

19：00～20：30

14：00～17：00

江府小学校３年　清水　貴世 あそぼうよ　すきな言葉だ　うれしいな
江府小学校３年　中田　花実 ありがとう　そのひとことで　なかよしに

学校名、学年は応募があった平成21年度時点で掲載しています。

へ連絡して下さい。

受付①年長・年中
13:00～13:30
②年少・未満・未就園児
14：00～14：30
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7月届
（敬称略）

（住所）　　　（氏名）　 （年齢）（世帯主）

◎ごめい福を祈ります

◎見舞い返しとして

◎香典返しとして

本　一　川上　　弘　84歳　卓也

本町一　川上　卓也　父 弘 死去

下安井　久木　雅子　夫 厚 死去

荒　田　阿部　朝親　姉篤子死去

荒　田　井上　一也　本人退院

社会福祉協議会に次の方からご寄付を

いただきました。

（7月分）敬称略

火災ゼロ継続日数

　　　　 87日　（8月1日現在）

交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　 1,636日　（8月1日現在）

（住所）　　（氏名）　（性別）（保護者）

◎お誕生おめでとう

武　庫　加藤亜美香　女　 潤也

町の人口
男
女

世帯数

3,527人
1,644人
1,883人

1,142世帯

(ー3)

(ー3)

(±0)

(＋1)

7月末現在（　）は前月比
納期限は8月31日（火）です。

（口座振替は8月31日）

　３０度以上の気温の環境下では、主に汗により体温調節を
行っています。
体温を一定に保つためには、水分補給は欠かせません。
きちんと給水して体温上昇を抑え、熱中症を予防しましょう。

《たくさん汗をかいた時の給水方法の一例》
　回数：気温が高いときは１５～３０分おきに飲水休憩
　　　　（１時間に２～４回）
　量　：１回に２００ｍｌ程度
　水温：５～１５度（冷たいほうが体温を下げやすいため）
　内容：食塩（０．１～０．２％）を含むものが有効

水分の補給と同時に塩分の補給も大切です。

　ナトリウムが100ml中に
40～80mg入っていれば、
0.1～0.2％の食塩水に相当
します。

義援金名称　①「山口県平成２２年７月大雨災害義援金」
　　　　　　②「平成22年広島県大雨災害義援金」
募 集 期 間　①平成２２年８月２０日（金）まで
　　　　　　②平成２２年８月３１日（火）まで
受 付 方 法　郵便振替によります。
　　　　　　①口座名義　日本赤十字社山口県支部
　　　　　　　口座番号「０１２７０－４－８００１１」
　　　　　　②口座名義　日本赤十字社広島県支部　
　　　　　　　口座番号「０１２００－８－８００１４」
そ　の　他　通信欄には、それぞれの災害名①「山口県大雨災

害義援金」②「平成22年広島県大雨災害」を明
記ください。
受領証希望の際には、通信欄に「受領証希望」と
明記ください。
郵便局窓口での取扱いの場合振替手数料は免除さ
れます。

納付期限
　8月分
　平成22年9月30日まで

　日本年金機構から送られてい
る納付書を添えて金融機関でお
支払いください。
　なお、口座振替の方は、上記
期限が振替日です。
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　７月２３日、子供の国保育園で恒例のゆうすずみ会が

開かれました。

　保護者会のみなさんによりお祭らしく飾り付けられた

夕暮れの園庭。園児たちは、年長さんの元気な太鼓を合

図に金魚すくいやヨーヨー釣り、かき氷などたくさんの『お

店』でおうちの方といっしょに夏を満喫しました。


